
市
の
消
費
生
活
相
談
に
は
、
毎
日
の
よ
う
に

「
高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
」「
身
に
覚
え
の

な
い
請
求
書
が
届
い
た
」
な
ど
の
悪
質
商
法
に
関

す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き

や
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
方
法
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く
身

近
な
人
に
相
談
す
る
か
、
市
の
「
消
費
生
活
相
談
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
左
記
参
照
）。

ま
た
、
悪
質

商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に

も
、
日
ご
ろ
か

ら
左
記
の
「
ひ

ま
わ
り
合
言

葉
」
や
下
記
の

「
ト
ラ
ブ
ル
の
き

っ
か
け
は
こ
ん

な
事
か
ら
！
」

を
参
考
に
し

て
、
万
が
一
に

備
え
ま
し
ょ

う
。

【座間市のお知らせ】№778
平成19年 
（2007年） 2.15

広報 
市 の 人 口●127,645人（－452人） 
　　　　　　男65,373人　女62,272人 
市の世帯数●51,824世帯（＋84世帯） 
平成19年１月１日現在（　）は前年同月との増減 

●統計調査の功労者を表彰（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●個人住民税などが変わります（4面） 
●各小学校にパソコン40台配置（5面） 
●ざまインフォメーション（6・7面） 
●大凧まつりの凧文字を募集（8面） 

古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

市では、消費生活に関するさまざまな相談をお受けする「消費生活相談」
を、毎週月曜から金曜日まで開設しています。
昨年、市に寄せられた相談件数は、１月から12月までの間で、1,089件で

した。寄せられた相談内容の多くは悪質商法に関するもので、中でも、架空
請求やインターネットトラブルの相談が多くを占めました。
あの手この手と、年々手口が巧妙になる悪質商法の被害に遭わないために

も、日ごろから正しい知識や情報を身に付けておきましょう。
担当 広聴相談課　�046（252）8218 �046（255）3550

税務職員を装い、現金自動預け払い機
（ATM）を操作させ振り込みをさせる「振
り込め詐欺」による被害が発生しています。
また、最近では国税局をかたった偽装文

書が送付されるなど、新たな「振り込め詐
欺」も発生しています。
万が一このような不審な連絡があった場

合でも、電話や手紙などで指示された電話番号（フリーダイヤ
ルなど）に連絡することなく、税務署にお問い合わせください。
なお、税務署、国税局および市では、下記のようなことは求

めませんのでご注意ください。
※還付金受け取りのために、金融機関などのＡＴＭの操作を求
めることはありません。
※国税や市税の納税のために、金融機関の口座を指定して振り
込みを求めることはありません。
※フリーダイヤルの電話番号への連絡を求めることはありませ
ん。
問い合わせ先　大和税務署総務課　�046（262）9411
担当 市民税課　�046（252）8007 �046（255）3550

住宅用火災警報器の設置が、すべての住宅に義務付けられま
した（新築住宅については平成18年６月１日から、既存の住宅
については平成23年６月１日までに設置）。このことから「消
防の方から来ました。義務ですのですぐに警報器を設置しなけ
ればなりません」などと言って、警報器を高額な値段で売りつ
けたり、取り付けたりする悪質な訪問販売が行われる可能性が
あります。
消防署の職員が物品を販売することはありません。「何だろ

う」「変だな」と不審に感じたときは、消防本部か市消費生活
相談（右記参照）へご連絡ください。
なお、消防本部では365日24時間体制で対応します。

※住宅用火災警報器は、消防設備取扱専門店のほか、一部電気
店やホームセンターなどでも販売しています。
担当 消防本部予防課 �046（256）2213 �046（256）2215

◆マルチまがい、詐欺まがいの誘い
・この株を買っておくと値上がりが確実ですよ！と電話でしつこく勧められた。
・もうかる話があるから一緒にやろうと知人に誘われた。

◆電話、路上、家庭訪問などでの誘い
・無料で羽毛布団のクリーニングをしますと電話があった。
・無料の耐震相談をしますと業者が家に来た。
・「トイレの水漏れ○○円」と書いてある広告を見て電話をした。
・抽選で当たったので景品を取りに来てほしいと電話があった。
・近所でいろいろな景品を配っているから一緒に行こうと知人に誘われた。
・無料でエステ体験をしませんかと駅前で声を掛けられた。
・以前受講した通信教育を終了するために手続きが必要だと電話があった。

◆パソコン、携帯電話での誘い
・音楽や画像などのダウンロードが無料だからとクリックしてしまった。
・出会い系サイトなどで知り合った人に、宝石や絵画の展示会に行こうと誘われた。

とりで決めないで高い買い物 

ってその契約 

ながあるかもその話 

ようしようクーリング・オフ 

ひ 
ま 
わ 
り 

直通電話 �046（252）8490
○と　き　毎週月曜～金曜日午前
９時30分～正午、午後１時～３時
30分（偶数月の第２水曜日は午後
のみ）
○ところ　市役所３階広聴相談課

消 費 生 活 相 談

ちょっと待って 
　　　 その契約!!
ちょっと待って 
　　　 その契約!!
ちょっと待って 
　　　 その契約!!
ちょっと待って 
　　　 その契約!!
ちょっと待って 
　　　 その契約!!
焦らず冷静に考えよう！ 

?

?

?

それっ
て本当

なの？
 

む～ 

羽
毛
布
団
を 

無
料
で 

ク
リ
ー
ニ
ン
グ 

し
ま
す
よ
！ 

通
信
教
育
の
終
了 

手
続
き
が
ま
だ
で
す
よ
！ 

絶
対
に
儲
か
る

か
ら
一
緒
に 

や
ろ
う
よ
！ 

　
値
上
が
り 

確
実
な
株
を 

紹
介
す
る
よ
！ 

ワンクリック詐欺 架空請求 

★ご登録 

　完了しました 

［ご利用期間］ 

［ご利用料金］ 

最終通告 

「情報料未納分」に
ついて・・・・・・
指定の裁判所へ・・
差し押さえ・・・・
早急にご連絡くださ
い。 

○×債権回収センター 

この２つは特に 
多い相談です。 
焦らずすぐに市へ 
相談してください。 

困
っ
た
と
き
は
迷
わ
ず
相
談
を

困
っ
た
と
き
は
迷
わ
ず
相
談
を 

困
っ
た
と
き
は
迷
わ
ず
相
談
を 

住宅用火災警報器
悪質な訪問販売にご注意を！

税務職員を装った不審電話にご注意を！
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料
理
を
通
し
て
世
界
を
知

ろ
う
―
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
こ
ど
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ
」
に
参
加

し
た
ち
び
っ
子
た
ち
は
、
生

き
生
き
と
し
て
い
た
。
こ
の

企
画
を
担
当
す
る
社
会
教
育

料
理
で
世
界
を
知
る

指
導
員
の
富
所
み
ど
り
さ
ん

は
い
う
。「
料
理
を
通
じ
て

外
国
の
こ
と
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
。

座
間
は
米
軍
キ
ャ
ン
プ
の

存
在
に
よ
り
、
外
国
人
を
目

に
す
る
機
会
が
多
い
。
そ
の

中
に
は
日
本
の
文
化
に
触
れ

さ
せ
た
い
、
と
日
本
の
学
校

へ
入
学
さ
せ
る
親
も
い
る
。

な
ら
ば
、「
逆
に
日
本
人
も

外
国
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

ら
」
と
、
四
年
前
、
中
学
生

か
ら
三
十
歳
ま
で
を
対
象

に
、
「
小
さ
な
国
際
交
流
」

の
名
で
、
文
化
、
芸
能
、
料

理
な
ど
の
講
座
を
設
け
た
。

だ
が
、
そ
の
と
き
の
反
省
で

調理も手なれたもの

「
料
理
を
メ
ー
ン
に
し
た
方

が
子
ど
も
も
参
加
し
や
す
い

の
で
は
」
と
、
現
在
の
名
称

に
変
え
て
三
年
が
経
っ
た
。

年
一
度
（
一
講
座
四
、
五

回
）
の
開
催
に
、
親
子
や
友

達
同
士
な
ど
十
五
人
前
後
が

参
加
。
約
三
時
間
の
指
導
は

料
理
だ
け
で
な
く
、
そ
の
国

を
知
る
た
め
の
知
識
も
教
え

る
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
料
理

の
と
き
は
、
国
の
位
置
、
広

さ
や
、
寿す

司し

ネ
タ
の
“
イ
ク

ラ
”
は
本
来
ロ
シ
ア
語
（
魚

の
卵
）、
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
の
耳
に
入
れ
て
か
ら
料
理

に
掛
か
る
。
そ
れ
も
家
庭
に

帰
っ
て
調
理
で
き
な
い
と
困

る
の
で
、
難
し
い
献
立
は
取

り
入
れ
な
い
。

「
子
ど
も
が
料
理
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

か
、
親
子
関
係
が
ス
ム
ー
ス

に
な
っ
た
な
ど
の
話
を
聞
く

と
う
れ
し
い
」
富
所
さ
ん
は

そ
の
成
果
に
喜
ぶ
。

１月20日、第56回県統計大会が横浜市で開催されました。この大会は統
計思想の普及や啓発を目的としたもので、県統計グラフコンクール入賞者
や、各省庁や県が実施している統計調査に功績のあった方が表彰を受けま
した。
当市の受賞者は、次の皆さんです。

☆統計調査員
○県統計協会統計功労者表彰　圓子保代さん（立野台３丁目）、金子よし子
さん（座間１丁目）

○平成18年度総務省所管統計功績者表彰　平成17年国勢調査調査員＝伊藤
久子さん（緑ケ丘５丁目）、小田俊道さん（入谷５丁目）、平成17年国勢
調査指導員＝永坂静江さん（西栗原１丁目）、石松正子さん（西栗原１丁
目）、漆原尋子さん（入谷３丁目）、三上絹代さん（入谷４丁目）

○平成18年度経済産業省所管統計功労者感謝状　瀬長昌子さん（東原３丁
目）、石松正子さん（西栗原１丁目）

☆第55回県統計グラフコンクール
○第１部テレビ神奈川賞　安武佑悟さん（中原小１年）
○第４部県教育長賞　加藤茜さん（相模中３年）※全国コンクール佳作
○第４部神奈川新聞社賞　加藤茜さん（相模中３年）、加藤雅さん（相模中
１年）※合作

担当 政策課 �046（252）8379 �046（255）3550

この制度は、県が商工労働行政
の一環として、県内の中小の製造
業の工場のうち、経営成績や作業
環境、生産技術などで優れた工場
を表彰するものです。
本市では、関係団体などへの調

査に基づき、ひばりが丘４丁目で
精密機械の部品加工製造を主体に
操業している�吉村工業所を推薦したところ、県から優良工
場としての決定通知がありました。
表彰式は１月24日に県庁大会議室において開催され、同社

のほか８社の優良工場には県知事より表彰状が手渡されまし
た。
これにより、市内で県優良工場の表彰を受けた工場は17社

目となり、本市の産業はますます発展していくことが期待さ
れます。
担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

昨年12月16日に平塚市中央公民館において、
�県下水道公社が主催する「平成18年度下水道
作品コンクール」の入賞者の表彰式が開催され
ました。このコンクールは、下水道の役割や必
要性について子どもたちに知ってもらうことを
目的とするもので、相模川と酒匂川流域に位置
する23の市町の小学４年生を対象に実施されました。
今回は4527点（作文152点、ポスター1268点、書道3107点）の作品

が集まりました。その中から、書道の部で武蔵響さん（栗原小学校）、
高原海玲さん（立野台小学校）が入賞し、表彰されました。
担当 下水道課 �046（252）8541 �046（255）3550

冬は特に電気の使用量が増加する季節です。暖房を使用するときは、
室温を20度に調整するなど省エネ対策を実践しましょう。また、職場
では、「ウォームビズ」（「寒い時は着る」など暖房に頼り過ぎず、働
きやすく暖かく格好良いビジネススタイル）を心掛けましょう。
担当 環境対策課 �046（252）8214 �046（257）7743

統計調査の功労者を県統計大会で表彰 統計調査の功労者を県統計大会で表彰 

冬季の室温は20度に！ 
職場ではウォームビズの推進を！ 
冬季の室温は20度に！ 
職場ではウォームビズの推進を！ 
冬季の室温は20度に！ 
職場ではウォームビズの推進を！ 



▽とき＝①２月28日（水）②３月１日（木）午後１時
15分～２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民
健康センター▽対象＝①平成18年11月生まれ②平成18
年12月生まれ（対象者には個人通知をします）

▽とき＝３月16日（金）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽とき＝２月22日（木）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すす
め方、子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ
月～６カ月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、
離乳食用スプーン▽申込方法＝電話予約

広報ざま【座間市のお知らせ】No.778 平成19年（2007年）２月15日３

保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

予BCG接種
▽とき＝３月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面で
の心配についての理学療法士による相談▽対象＝４
カ月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけなどの
相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場
へ

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定
と相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ
※１カ月以内に禁煙を始めたい方は、禁煙相談も併
せて実施しています（希望者は要電話予約）。

▽ところ＝市役所１階保健医療課▽内容＝食事療法
や健康全般についての栄養士・保健師による相談▽
持ち物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）
▽申込方法＝電話予約

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保赤ちゃん教室

保発達相談

と　き ところ 受付時間 

３月２日（金） 

３月９日（金） 

午前９時30分 
　～10時30分 

ひばりが丘南児童館 

市民健康センター 

保育児相談

保健康相談
と　き ところ 受付時間 

３月１日（木） 

３月８日（木） 

午前９時30分 
　～10時30分 

相模が丘コミュニティセンター 

ひばりが丘南児童館 

保個別健康相談

メタボリックシンドロームと
は「内臓脂肪型肥満」に加えて
「高血糖」「高脂血症」「高血圧」
などの生活習慣病を併せ持った
状態をいいます。動脈硬化を起
こしやすく、脳卒中や心臓疾患
を発症する危険が増大するとい
われています。
皆さんも下記のメタボリック

シンドロームチェックで身体の
状態を確認し、該当箇所がある方は、ぜひ同セミ
ナーにお申し込みください。
○と　き　２月26日（月）、３月２日（金）、５日
（月）午後１時30分～４時（全３回）
○ところ　市民健康センター
○内　容　メタボリックシンドロームについて、
腹囲計測と生活習慣病の見直し、体脂肪測定と
口
こう

腔
くう

ケアについて
○対　象　40歳以上
○定　員　60人（先着順）
○申込方法　２月23日（金）までに直接または電
話で担当へ

担当 保健医療課
�046（252）7225 �046（252）7043

□お腹の脂肪が気になる
□もう少し体重を減らす必要がある
□食事は満腹になるまで食べる
□間食をよくする
□運動不足である
□たばこを吸う
□高血糖や高脂血症、高血圧のいずれかの指
摘を受けたことがある

新規の特別障害者手当（国制度）・障害児福祉
手当（国制度）の申請を随時受け付けしています。
この手当は、日常生活において常時特別の介護

を必要とする、在宅重度障害（児）者に支給され
ます。
ただし、医療機関への３カ月以上の入院や施設

へ入所中の方、所得が一定の額を超える場合は対
象になりません。
対象要件や手続方法、持ち物など詳しくは、担

当にお問い合わせください。
担当 障害福祉課

�046（252）7132 �046（252）7043

【市内在住者】
○申込方法　往復はがきの往
信用裏面に教室名、保育希
望の有無、氏名（フリガナ）、
年齢（学年）、住所、電話番
号、親子体操の申し込みま
たは保育希望者は子どもの
氏名（フリガナ）、年齢、生
年月日を、返信用表面に住所、氏名、郵便番号を
記入の上、２月28日（水）までの消印で〒228-
0011相武台１－5971スカイアリーナ座間スポーツ
事業班あて郵送（多数抽選：抽選結果は３月中旬
に通知）

※申し込みは、はがき１枚につき一人とします。

※エアロビクスおよびビギナーエアロビクスは受講
希望者が多いため、申し込みは一人につきいずれか
の１教室とします。
※フィットネスヨガは受講希望者が多いため、申し
込みは一人につきＡ班・Ｂ班どちらか１教室としま
す。
【市外在住者】
○申込方法　３月14日（水）から申し込み受け付け。
午前９時30分から午後５時までに受講料を添えて
直接窓口へ（電話予約可。ただし１週間以内に窓
口で手続きを）。市内在住者のみで定員に達した
教室はキャンセル待ちになります。

担当 市民体育館
�046（255）0077 �046（255）1188

※保育は、対象が２歳以上の未就学児で、定員が各20人（多数抽選）、保育料が一人1,500円です。 
※親子体操は、対象年齢が教室開催期間中に３歳になる幼児は受講可能です。 

教室名 と　　　　き 対　象 定員 受講料 保育 

フィットネス 
ヨガ 

４月17日～６月26日の毎週火曜日 
（５月１日を除く）　全10回 

４月19日～６月28日の 
毎週木曜日 
（５月３日を除く）　全10回 

４月18日～６月20日の 
毎週水曜日　　　　　全10回 

５月26日～６月23日の 
毎週土曜日　　　　　全５回 

４月20日～６月29日の 
毎週金曜日 
（５月４日を除く）　全10回 

午前10時～11時30分 
18歳以上 各60人 × 

○ 

× 

× 

× 

× 

○ 

× 

○ 

○ 

× 

4,000円 

32組 5,000円 

各100人 4,000円 

60人 6,000円 

40人 5,500円 

70人 
4,500円 

60人 

30人 2,500円 

18歳以上 

小学生 

午前10時～11時30分 

午前10時～11時30分 

午前９時45分～11時45分 

午前10時～11時 

午後７時～８時 

午前９時25分～10時25分 

午前10時50分～11時50分 

午後１時～２時30分 

親子体操 

エアロビクス 

バドミントン初心者 

卓球初心者 

健康体操 

気功初心者 

トランポリン 

ビギナー 
エアロビクス 

Ａ 

Ｂ 

夜間 

Ａ 

Ｂ 

３歳以上の 
未就学児と 
保護者 

メタボリックシンドロームチェック
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国
と
地
方
と
の
税
金
の
配
分

の
あ
り
方
を
見
直
す
た
め
に
、

個
人
住
民
税
と
所
得
税
の
税
率

改
正
を
実
施
し
ま
す
（
表
１
参

照
）。
こ
れ
は
、
住
民
福
祉
な
ど

の
直
接
的
な
経
費
を
負
担
す
る

地
方
に
税
を
よ
り
多
く
配
分
し
、

そ
の
代
わ
り
に
国
へ
の
配
分
を

少
な
く
す
る
も
の
で
す
。

個
人
住
民
税
（
個
人
県
民

税
・
個
人
市
民
税
）
の
税
率
が
、

こ
れ
ま
で
の
累
進
税
率
と
い
う

所
得
に
応
じ
て
税
率
が
五
パ
ー

セ
ン
ト
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
適
用
さ
れ

て
い
く
仕
組
み
か
ら
、
比
例
税

率
と
い
う
所
得
に
関
係
な
く
一

律
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
率
を

適
用
す
る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
今
ま
で
住
民
税

の
税
率
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ

た
方
は
、
十
九
年
度
か
ら
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
に
倍
増
し
ま
す
。

し
か
し
、
所
得
税
の
税
率
が
一

〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
半
減
す
る
の
で
、
今
回

の
税
制
改
正
で
は
、
個
人
住
民

税
が
増
え
て
も
所
得
税
が
減
る

た
め
、
納
税
者
の
負
担
が
基
本

的
に
は
変
わ
ら
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

ま
た
、
個
人
住
民
税
と
所
得

税
で
は
、
基
礎
控
除
や
扶
養
控

除
な
ど
の
人
的
控
除
額
に
差
が

あ
る
の
で
両
税
を
合
わ
せ
た
税

負
担
に
変
動
が
生
じ
な
い
よ
う

調
整
し
、
所
得
税
の
か
か
ら
な

い
方
の
税
負
担
も
変
動
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、

人
的
控
除
で
は
な
い
生
命
保
険

料
や
損
害
保
険
料
等
の
控
除
額

加
は
平
成
十
九
年
六
月
の
給
料

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
税
負
担
の
減
少
が
先

行
さ
れ
ま
す
。

国
は
、
平
成
十
八
年
度
税
制

改
正
に
お
い
て
、
定
率
減
税
を

廃
止
し
ま
し
た
。
定
率
減
税
と

は
、
国
が
平
成
十
一
年
度
税
制

改
正
で
緊
急
避
難
的
な
特
例
措

置
と
し
て
導
入
し
た
「
税
額
か

ら
一
定
の
額
を
控
除
す
る
措

置
」
で
す
。
こ
の
定
率
減
税
の

額
は
、
十
七
年
度
分
ま
で
は
所

得
割
額
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
相

当
額
（
四
万
円
が
上
限
）
で
し

た
が
、
十
八
年
度
分
は
所
得
割

額
の
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
相
当

額
（
二
万
円
が
上
限
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
十
九
年
度
に
は
廃

止
に
な
り
ま
す
（
表
３
参
照
）。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
八
年

度
に
引
き
続
き
十
九
年
度
も
、

控
除
さ
れ
て
い
た
分
の
税
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

し
た
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃

止
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
際
、

急
激
な
税
負
担
の
増
加
を
緩
和

す
る
た
め
の
経
過
措
置
と
し

て
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
現

在
六
十
五
歳
以
上
（
昭
和
十
五

年
一
月
二
日
以
前
生
ま
れ
）
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
百
二

十
五
万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

は
、
十
八
年
度
分
は
税
額
の
三

分
の
二
を
、
十
九
年
度
分
は
税

額
の
三
分
の
一
を
減
額
す
る
措

置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
二
十
年
度
分
以
降
に
つ
い

て
は
、
経
過
措
置
が
終
了
す
る

た
め
、
税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ

ん
。県

は
「
個
人
県
民
税
の
超
過

課
税
」
を
創
設
し
、
平
成
十
九

年
度
か
ら
個
人
県
民
税
に
超
過

課
税
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は

水
源
環
境
の
保
全
・
再
生
に
継

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
、
水
を
利
用
す
る
県
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
負
担
を
い
た
だ
こ

う
と
、
個
人
県
民
税
の
均
等
割

と
所
得
割
に
つ
い
て
標
準
税
率

を
超
え
た
課
税
を
実
施
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
超
過
課
税
に
よ
る
税
収

は
、
水
源
環
境
保
全
お
よ
び
再

生
の
た
め
の
事
業
の
み
に
活
用

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
実
施
は
、
十
九
年
度
分
か

ら
二
十
三
年
度
分
ま
で
の
五
年

間
。
税
率
は
、
均
等
割
が
千
円

に
三
百
円
上
乗
せ
さ
れ
た
千
三

百
円
に
、
所
得
割
が
四
パ
ー
セ

ン
ト
に
〇
・
〇
二
五
パ
ー
セ
ン

ト
上
乗
せ
さ
れ
た
四
・
〇
二
五

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
の

税
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
十
九
年
度
の
み

「
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

に
伴
う
経
過
措
置
を
受
け
ら
れ

る
方
」
に
は
、
超
過
課
税
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
住
民
税
と
所
得
税

を
合
わ
せ
た
税
負
担
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
税
率
改
正
に
よ
り
、
基

本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
な

改
正
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
県
民

税
の
超
過
課
税
が
創
設
さ
れ
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
は
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
改
正

前
と
改
正
後
の
税
負
担
の
比
較

例
を
示
し
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
（
表
４
参
照
）。

平
成
十
九
年
度
か
ら
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
住
民
税
の
税
率
改
正
と
、
こ
れ
に
伴
う
所
得
税
の
税
率
改

正
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
定
率
減
税
の
廃
止
や
個
人
県
民
税
の
超
過
課
税
の
創
設
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
皆
さ
ん
の
税
負
担
額
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
給
与
所
得
者
を
対
象
に
し
た
各
税
制
改
正
や
超
過
課

税
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
年
金
受
給
者
編
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
紙
十
二
月
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
三
月
十
五
日

号
に
て
再
度
お
知
ら
せ
を
す
る
予
定
で
す
。

担
当

市
民
税
課
　
�
０
４
６（
２
５
２
）８
０
０
７
　
�
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

表２　給与所得者の税負担の現行と改正後の比較 
　　　（定率減税・県超過課税を含まない年収500万円の例） 

表１　税率の改正 

※税額の算出に当たっては、収入額の10％相当の社会保険料控除を見込んでいます。 
※均等割が含まれています。 
※夫婦と子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（16歳～22歳）に該当する
者としています。 

家族構成 

区　分 
現　　　行 

課　税　標　準 税　率 税　率 課　税　標　準 

改　　正　　後 

区　　分 
現　行 
（A） 

改正後 
（B） 

差　額 
（B）－（A） 

住民税  

所得税  

合計  

住民税  

所得税  

合計  

単身世帯 

夫婦と子ども 
２人の世帯 

167,000円 

258,000円 

425,000円 

80,000円 

119,000円 

199,000円 

264,500円 

160,500円 

425,000円 

139,500円 

59,500円 

199,000円 

97,500円 

△ 97,500円 

0円 

59,500円 

△ 59,500円 

0円 

市
　
民
　
税 

個
人
住
民
税

 

所
　
　
得
　
　
税 

県

民

税 

所得割 

均等割 

所得割 

均等割 

700万円以下の部分 

700万円超の部分 

 

200万円以下の部分 

700万円以下の部分 

700万円超の部分 

330万円未満の部分 

900万円未満の部分 

1,800万円未満の部分 

1,800万円超の部分 

２％ 

３％ 

1,000円 

３％ 

８％ 

10％ 

3,000円 

　　　　一律
 

 

 

 

　　　　一律 

４％ 
 

1,000円 

 

６％ 

 

3,000円 

195万円未満の部分 

330万円未満の部分 

695万円未満の部分 

900万円未満の部分 

1,800万円未満の部分 

1,800万円超の部分 

５％ 

10％ 

20％ 

23％ 

33％ 

40％ 

10％ 

20％ 

30％ 

37％ 

表３　住民税の定率減税の動き 

年　度 

減税率 

限度額 

17年度 

15％ 

40,000円 

18年度 

7.5％ 

20,000円 

19年度 

廃止 

表４　給与所得者の税負担の推移 
　　　（定率減税・県超過課税を含む年収500万円の例） 

※税額の算出に当たっては、収入額の10％相当の社会保険料控除を見込
んでいます。 
※均等割が含まれています。 
※所得税の年度は、税金を支払う期間を年度にあてはめたものです。 
※夫婦と子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親族（16歳～
22歳）に該当する者としています。 

家族構成 
年　度 

税の種類 

18年度 
（A） 

19年度 
（B） 

住民税  

所得税  

合計  

住民税  

所得税  

合計  

単身世帯 

夫婦と子ども 
２人の世帯 

154,700円 

232,200円 

386,900円 

74,300円 

107,100円 

181,400円 

265,400円 

160,500円 

425,900円 

140,100円 

59,500円 

199,600円 

住
民
税
の
税
率
が
県
民

税
４
％
・
市
民
税
６
％

の
一
律
１０
％
に

定
率
減
税
が
廃
止
に

老
年
者
非
課
税
措
置

の
廃
止

個
人
県
民
税
の

超
過
課
税
を
創
設

１９
年
度
の
税
負
担
は

ど
う
な
る
？

平
成
平
成
１９
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が

年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が 

変
わ
り
ま
す
！

変
わ
り
ま
す
！ 
平
成
平
成
１９
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が

年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が 

変
わ
り
ま
す
！

変
わ
り
ま
す
！ 
平
成
平
成
１９
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が

年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が 

変
わ
り
ま
す
！

変
わ
り
ま
す
！ 
平
成
１９
年
度
か
ら
個
人
住
民
税
な
ど
が 

変
わ
り
ま
す
！ 

〜
給
与
所
得
者
編 

の
差
は
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
）。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

毎
月
の
給
料
か
ら
税
金
を
天
引

き
さ
れ
て
い
る
方
は
、
所
得
税

の
減
少
は
平
成
十
九
年
一
月
の

給
料
か
ら
、
個
人
住
民
税
の
増



け
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

○
作
品
や
資
料
を
作
る
・
発
表

す
る

パ
ソ
コ
ン
の
授
業
で
は
、
文

字
入
力
の
練
習
や
絵
を
描
い
た

り
、
表
や
地
図
を
作
っ
た
り
す

る
こ
と
の
ほ
か
、
内
蔵
さ
れ
た

資
料
ソ
フ
ト
の
画
像
や
映
像
を

見
た
り
、
加
工
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン
に
慣
れ
親
し
み
ま
す
。
そ
の

結
果
、
�
パ
ソ
コ
ン
操
作
は
難

し
い
�
と
い

う
先
入
観
を

無
く
す
と
と

も
に
、
ど
の

場
面
で
ど
の

よ
う
な
機
能

を
使
っ
た
ら

よ
い
の
か
を

判
断
し
、
操

作
す
る
能
力

が
身
に
付
い

て
い
き
ま

す
。
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私
は
市
内
の
小
学
校
の
茶

道
ク
ラ
ブ
で
指
導
を
し
て
い

ま
す
。
先
日
、
ひ
ば
り
が
丘

小
学
校
に
初
め
て
伺
っ
た
と

き
、
廊
下
の
向
こ
う
か
ら
４
、

５
人
の
生
徒
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
彼
女
ら
は
、
私
の
前

で
ピ
タ
っ
と
止
ま
る
と
全
員

が
声
を
揃
え
て
「
こ
ん
に
ち

は
！
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
私
は
ビ
ッ
ク

リ
し
た
の
と
同
時
に
「
偉
い

わ
ね
〜
」
と
感
心
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
、

イ
ヌ
の
散
歩
中
に
近
所
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
通
り
掛
か
っ
た

と
き
、
そ
こ
か
ら
ち
ょ
う
ど

出
て
き
た
青
年
が
、「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
初

対
面
な
の
に
元
気
に
あ
い
さ

つ
を
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
今
日
、「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
「
こ
ん
ば
ん
は
」

な
ど
の
日
常
の
最
低
の
あ
い

さ
つ
が
交
わ
さ
れ
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

最
近
出
合
っ
た
老
夫
婦
が

「
孫
に
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
と

一
日
楽
し
く
過
ご
せ
る
ん
で

す
よ
」
と
言
っ
て
い
た
よ
う

に
、
あ
い
さ
つ
は
、
た
っ
た

一
言
声
を
掛
け
る
だ
け
で
、

相
手
を
う
れ
し
く
、
そ
し
て

楽
し
く
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

私
は
、「
お
は
よ
う
」
に
は

�
今
日
も
一
日
元
気
で
明
る

く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
�
、「
こ

ん
に
ち
は
」
に
は
�
お
久
し

ぶ
り
、
お
元
気
で
す
か
�
、

笑
顔
で
あ
い
さ
つ

し
て
い
ま
す
か
？

「
こ
ん
ば
ん
は
」
に
は

�
一

日
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た

明
日
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
�

と
い
っ
た
思
い
を
込
め
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
そ

ん
な
あ
い
さ
つ
を
毎
日
大
き

な
声
で
明
る
く
笑
顔
で
交
し

合
え
る
よ
う
な
街
に
、
座
間

市
が
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願

っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
勇
気
を
出
し

て
、
出
会
っ
た
人
に
、
自
分

か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

市
で
は
、
市
内
十
一
小
学
校

の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
パ
ソ
コ
ン

を
各
四
十
台
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
で
の
授
業
に
お
い
て
、
各

児
童
が
パ
ソ
コ
ン
を
一
台
ず
つ

使
用
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し

た
。今

日
、
情
報
通
信
技
術
の
急

速
な
発
展
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

知
識
や
技
術
が
、
仕
事
や
生
活

の
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
早
い
時
期
か
ら
「
情
報

活
用
能
力
」
を
身
に
付
け
て
お

く
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と

で
す
。
情
報
活
用
能
力
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
溢
れ

る
情
報
の
中
か
ら
必
要
な
情
報

を
主
体
的
に
選
択
・
活
用
し
、

情
報
の
発
信
・
受
信
の
基
本
的

ル
ー
ル
や
、
情
報
化
の
影
響
に

つ
い
て
理
解
す
る
能
力
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
各
校
二
十
台

ず
つ
し
か
パ
ソ
コ
ン
が
無
か
っ

た
た
め
、
二
人
で
一
台
の
パ
ソ

コ
ン
を
交
互
に
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
一
人

で
、
じ
っ
く
り
と
楽
し
み
な
が

ら
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
み
、

情
報
活
用
能
力
が
習
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

児
童
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

ど
の
よ
う
な
授
業
を
実
際
に
受

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
�
知
り

た
い
�
情
報
を
探
し
出
す

調
べ
学
習
と
は
、
知
り
た
い

こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
自

分
で
調
べ
、
調
べ
た
こ
と
を
ま

と
め
る
学
習
の
こ
と
で
す
。
た

だ
人
に
聞
く
の
で
は
な
く
、
自

分
自
身
で
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
理
解
が
深
ま
り
、
ま
と
め
た

も
の
を
お
互
い
で
発
表
し
合
う

こ
と
で
、
新
た
な
興
味
が
さ
ら

に
湧わ

い
て
き
ま
す
。

世
界
中
の
膨
大
な
数
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

に
は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
調
べ
学
習
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
児
童
た
ち
は
、
知
り
た

い
情
報
を
比
較
的
容
易
に
探
し

出
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
作

業
が
楽
し
い
の
で
夢
中
に
な
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
は
教
育
に
役
立
つ
豊
富
な
情

報
が
あ
る
反
面
、
わ
い
せ
つ
な

画
像
や
暴
力
的
な
画
像
な
ど
の

有
害
情
報
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ウ
ィ
ル
ス
、
個
人
情
報
の
流

出
な
ど
の
多
く
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。学
校
の
パ
ソ
コ
ン
に
は
、

調
べ
学
習
し
て
い
る
児
童
が
誤

っ
て
そ
の
よ
う
な
危
険
を
含
む

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
て
し

ま
う
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
が
装
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

際
は
、ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら

な
い
と
、ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
を
引

き
起
こ
す
原
因
に
な
っ
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報

通
信
技
術
を
適
正
に
利
用
す
る

た
め
の
基
に
な
る
考
え
方
と
態

度
を
「
情
報
モ
ラ
ル
」
と
い
い

ま
す
。
児
童
た
ち
が
こ
の
情
報

モ
ラ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と

は
、
今
後
、
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
扱
っ
て
い
く
上

で
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

今
回
配
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
に

は
、
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
学

習
で
き
る
ソ
フ
ト
が
導
入
し
て

あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
便
利

な
部
分
だ
け
で
は
な
く
、
危
険

な
部
分
に
つ
い
て
も
、
き
ち
ん

と
授
業
の
中
で
触
れ
、
児
童
に

し
っ
か
り
し
た
心
構
え
を
持
た

せ
る
と
と
も
に
、
自
分
で
危
険

か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

○
通
常
の
授
業
も
、
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
教
え
や
す
く

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
利
点
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
通
常
の
授
業
に
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
直
接
観
察
・
実

験
で
き
な
い
生
物
の
成
長
や
天

体
の
動
き
を
パ
ソ
コ
ン
画
面
で

動
画
と
し
て
見
せ
れ
ば
、
児
童

が
分
か
り
に
く
い
抽
象
的
な
概

念
も
実
体
験
に
近
い
感
覚
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

あ
る
豊
富
な
情
報
を
収
集
す
れ

ば
、
独
自
の
資
料
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。さ
ら
に
は
、

今
回
、
各
校
に
パ
ソ
コ
ン
と
共

に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
も
配
備
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
を
併
せ
て
使
用
す
れ

ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
魅
力

的
な
授
業
が
実
施
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
四
十
台
、
一
人

一
台
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
相
模
が
丘
小
学
校
の
先
生

と
三
年
生
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。

○
先
生
の
声

パ
ソ
コ
ン
が
一
人
一
台
と
な

っ
た
の
で
、
自
分
が
し
た
い
こ

と
を
待
た
ず
に
す
ぐ
行
え
る
と

い
う
こ
と
で
私
語
が
減
っ
た
よ

う
に
も
思
い
ま
す
。
何
よ
り
、

じ
っ
く
り
と
集
中
し
、
作
品
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が

見
ら
れ
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

（
川
畑
早
苗
教
諭
）

○
児
童
の
声

前
は
「
僕
が
最
初
に
や
る
ん

だ
」
と
か
「
ち
が
う
僕
が
最
初

だ
よ
」
と
か
言
い
合
っ
て
い
た

け
ど
、
今
は
そ
う
い
う
こ
と
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

一
人
一
台
に
な
っ
た
の
で
、

順
番
を
待
た
な
く
て
も
い
い

し
、
相
手
の
人
や
私
が
変
な
操

作
を
し
て
け
ん
か
に
な
る
心
配

も
な
く
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。

二
人
で
一
台
の
と
き
は
、
相

手
に
頼
っ
て
ば
か
り
で
し
た

が
、
今
は
自
分
で
す
べ
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
少

し
頭
が
良
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。

担
当

教
育
研
究
所

�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
６
０

�
０
４
６（
２
５
２
）４
３
１
１

パ
ソ
コ
ン
授
業

パ
ソ
コ
ン
授
業 

　
　
　
の
内
容

　
　
　
の
内
容 

パ
ソ
コ
ン
授
業 

　
　
　
の
内
容 

教
育
現
場
の
声 

パ
ソ
コ
ン
授
業 

　
　
　
の
内
容 

教
育
現
場
の
声

教
育
現
場
の
声 

教
育
現
場
の
声 

相模が丘小学校のパソコン教室

パソコンで児童が作った「私の家のまわりの地図」

中澤愛莉さん 鯨岡詩織さん

魚住勘太くん

茶道でもあいさつは大切です
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2
日 月 火 水 木 金 土 
　 　 　  1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28

3
日 月 火 水 木 金 土 
　 　 　 　 1 2 3 
 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24 
 25 26 27 28 29 30 31

市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

環境に優しいクリーンなエネルギ
ーの活用を進めるため、住宅用太陽
光発電設備を設置しようとする方
に、その費用の一部を助成していま
す。
○助成金額　太陽電池の最大出力１
キロワット当たり３万円（上限額
15万円）

※助成対象要件や申請方法など詳し
くは、担当にお問い合わせください。
担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

○対　象　小・中学校、高等学校に
在学している市内在住の交通遺児

○支給額　年額２万円
○支払時期　毎年３月
○申込方法　直接市役所１階子育て
支援課へ

担当 子育て支援課
�046（252）7201 �046（252）7043

公共施設の整備に伴う公共用地の
取得を円滑にするため、｢代替地提
供希望者の登録制度」を設けていま
す。この制度は、市内や近隣市に土
地を所有し、市に土地を譲っていた
だける方に事前に登録していただ
き、公共用地提供者（被買収者）の
希望する代替地に充てるものです。
代替地として提供していただいた場
合の譲渡所得税は、現在1,500万円
を限度とした特別控除の対象とな
り、一般の譲渡よりも優遇されます。
登録方法など詳しくは、担当にお問
い合わせください。
担当 土地政策課
�046（252）8626 �046（255）3550

平成19年１月１日～１月31日
（物件事故を含まず）

障害者の運動不足の解消や交流を

深める機会です。
○と　き　２月21日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　３月17日、24日いずれも
土曜日午後１時30分～４時（全２
回）

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）３階講習室

○内　容　高齢者と楽しく生活する
ための心理療法『回想法』を学ぶ

○対　象　高齢者との交流、認知症
の介護に関心がある方

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　思い出の品（写真など）
○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8472 �046（252）4311

○と　き　３月11日（日）午前９時
30分～（午前９時～受け付け）

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）３階大体育室

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○部　門　一般の部（中学生以上の
経験者または初心者別）、ジュニ
アの部（小学生の経験者または初
心者別）、ファミリーの部（中学
生以上（２人まで出場可）と小学
生の混合）

○チーム編成　１チーム４～６人
※男性のみの編成不可。
○持ち物　室内用運動靴、着替え、
昼食

○申込方法　所定の申込用紙（担当
窓口および市内小学校に設置。市
ホームページでダウンロード可）
に必要事項を記入し、３月２日
（金）までに直接・郵送（〒228－
8566市役所スポーツ課あて）・フ
ァクスで担当へ

※車で来場の際は、第２駐車場（消
防本部前）に駐車してください。
担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

◆ほんとうに初めてのパソコン講座
○と　き　３月８日～29日毎週木曜
日午前９時30分～午後０時30分
（全４回）
○内　容　文字入力を学び、インタ
ーネットやメールなどを体験する

○対　象　市内在住・在勤のパソコ
ン初心者で全日程参加可能な方

○定　員　16人（多数抽選）

○参加費　1,200円（テキスト代）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　２月25日（日）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆仲間と春を奏でるハーモニカ
○と　き　３月９日～30日毎週金曜
日午後７時～９時（全４回）

○内　容　ハーモニカ合奏を楽しむ
○定　員　30人（先着順）
○参加費　1,200円（テキスト代）
○持ち物　ハーモニカ（複音C調21
穴以上）、筆記用具

○申込方法　３月２日（金）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆男の料理講座
○と　き　３月14日（水）、20日
（火）、28日（水）午前10時～午後
１時30分（全３回）

○内　容　初心者向けの料理を作る
○対　象　市内在住・在勤の男性
○定　員　14人（先着順）
○参加費　3,000円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、ふ
きん、筆記用具

○申込方法　３月２日（金）までに
直接・電話・ファクスで同館へ

◆北文キッズよさこい
さくら祭りで踊っちゃおう！
○と　き　【練習】３月10日、17日、
24日いずれも土曜日、３月27日
（火）～30日（金）午前10時～ 正
午（全７回）【衣装合わせ】３月
31日（土）午前10時～ 正午【発
表】４月１日（日）午前11時～午
後２時30分（雨天中止）

○内　容　鳴子踊りを練習し、相模
が丘さくら祭りの会場で発表する

○対　象　相模が丘、広野台、相武台、
ひばりが丘、小松原地区在住の小
学生以上（鳴子踊り未経験者は５
回以上練習に参加できること）

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　３月１日（木）までに
直接・電話で同センターへ

◆北文おもちゃ病院
○と　き　３月10日（土）午前10時～
正午（午前11時30分まで受け付け）

○内　容　壊れたおもちゃを修理す
る（修理できない物もあります）

○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　20組（先着順）
○費　用　無料
※部品代などが掛かる場合あり。
○申込方法　当日直接同センターへ
◆子育てサロン「ぽっかぽか」
子育て中の親同士が、くつろいで

情報交換や相談をすることができる
サロンを開設します。
○と　き　２月27日（火）午前10時
～正午

○対　象　乳幼児と親
○入　場　自由

◆ＺＡＭＡシジュウカラおはなし会
○と　き　３月３日（土）午前10時
30分～午後４時

住宅用太陽光発電設備設置費助成

○内　容　おはなしボランティアに
よるリレー式お話し会

※同館窓口に備え付けのプログラム
をご覧の上、好きな時間に入場を。

◆手作りラジオに挑戦！
○と　き　３月10日（土）午後１時
～５時

○内　容　トランジスタラジオを作
る

○対　象　市内在住の小学４年生～
中学生

○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、ふりがな、学年、
住所、電話番号を記入し、｢手作
りラジオ」参加希望と明記して２
月23日（金）までに同センターあ
て郵送

◆子ども手づくり広場
親子で楽しむ七宝焼き
○と　き　３月17日（土）午前10時
～午後０時30分

○内　容　七宝焼きでアクセサリー
（ペンダント、指輪、キーホルダ
ーのいずれか一つ）を作る

○対　象　市内在住の小学生以上30
歳以下の方と親（子どものみの参
加可）

○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　一人につき500円（材料
代）

○申込方法　往復はがきに参加者の
氏名、学年、住所、電話番号、フ
ァクス番号を記入し、｢子ども手
づくり広場」参加希望と明記して
２月28日（水）までに同センター
あて郵送（ファクスでの申し込み
可）

◆戸籍住民課非常勤職員
○募集人数　６人
○応募資格　65歳以下の健康でパソ
コン操作のできる方

○業務内容　戸籍届出、住民異動届
の受け付け・入力、各種証明書の
発行など

○勤務期間　４月１日～平成20年３
月31日

○勤務日時　月曜～金曜日午前９時
30分～午後４時（祝日、12月29日
～１月３日を除く）

○勤務場所　市役所１階戸籍住民課
○賃　金　時給717円～912円
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、２月28
日（水）までに本人が担当に持参

担当 戸籍住民課
�046（252）8084 �046（255）3550

◆出張所臨時職員
○募集人数　４人
○応募資格　65歳以下の健康でパソ
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コン操作のできる方
○業務内容　各種証明書の発行、税
金の収納など

○勤務期間　４月１日から６カ月間
（さらに６カ月間更新あり）
○勤務日時　月曜～金曜日午前８時
30分～午後５時（祝日、12月29日
～１月３日を除く）

○勤務場所　東・西・南・北出張所
のいずれか

○賃　金　時給717円～912円
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、２月28
日（水）までに本人が担当に持参

担当 戸籍住民課
�046（252）8084 �046（255）3550

◆児童ホーム①指導員（非常勤職
員）・②代替職員（日々雇用職員）

○募集人数　若干名
○応募資格　60歳以下の健康な女性
○業務内容　小学生の保育業務
○勤務期間　４月１日～平成20年３
月31日（再雇用あり）

○勤務日時　月曜から土曜日まで
（祝日を除く）の①５日間程度②
不定期（指導員の不在日）午後１
時～６時30分
※土曜日、学校の長期休暇期間中
は午前９時～午後６時30分

○勤務場所　児童ホーム
○賃　金　市規定による
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項と希望職種を記入
し、２月26日（月）までに本人が
担当に持参

担当 子育て支援課
�046（252）7969 �046（252）7043

◆特別支援教育補助員
○募集人数　若干名
○業務内容　小・中学校の通常学級
に在学する軽度発達障害のある児
童・生徒への指導補助

○勤務期間　５月１日～平成20年３
月31日
※学校の長期休暇期間を除く。
○勤務日時　週４日程度午前８時30
分～午後３時30分

○選考方法　面接（３月26日（月）
実施予定）

○賃　金　市規定による
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、３月22
日（木）までに本人が担当に持参

担当 教育指導課
�046（252）8732 �046（252）4311

◆青少年センター非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　62歳以下の健康な方
○業務内容　窓口事務、軽作業など
○採用期間　４月１日～１年間
○勤務日時　原則週３日午前８時30
分～午後５時（ローテーション勤
務のため土曜・日曜日勤務あり）

○賃　金　日額6,678円以下
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、２月23
日（金）までに本人が担当に持参

担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163

◆シルバー人材センター会員
○応募資格　健康でおおむね60歳以
上の市内在住者（危険物等資格取
得者と家事援助作業希望者歓迎）

○説明会　毎月第１・第３木曜日午
前９時～

○入会手続き　毎月第２・第４木曜
日午前９時～（説明会参加者のみ
手続き可）

担当 市シルバー人材センター
�046（254）5361 �046（251）9280

◇市社会福祉協議会へ
▽5,000円、ぞうきん35枚、ふきん
24枚＝仲間達の会▽7,332円＝レス
トランふたば募金箱▽１万円＝更生
保護女性会▽１万円＝ドレーパー記
念幼稚園▽フルーツ缶詰33個＝匿名
▽使用済み切手＝ボウクス株式会社
▽１万円＝緑ケ丘・但中正信▽バス
タオル、タオル、ハンカチなど５箱、
シーツ12枚、肌掛け３枚＝相武台・
酒井武夫▽５万円＝株式会社赤原製
作所
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽10万円＝石邦会

○テニス大会参加者募集
▽とき＝３月18日～４月１日毎週日
曜日午前９時～▽ところ＝ひまわり
公園テニスコートほか▽種目＝一般
男子、男子45歳以上、男子55歳以上、
一般女子、女子40歳以上（それぞれ
シングルス）▽競技方法＝トーナメ
ント方式▽対象＝市内在住・在学・
在勤者、市テニス協会員▽参加費＝
2000円▽申込方法＝３月３日（土）
までに参加費を添えて市テニス協会
事務局（ファーストテニスコート内）
へ▽問い合わせ先＝同事務局�046
（256）3891
○手作り文化展
▽とき＝２月20日（火）正午～午後
５時、21日（水）午前９時～午後４
時▽ところ＝ハーモニーホール座間
▽内容＝北央医療生協組合員の作品
展示▽入場＝自由▽問い合わせ先＝
�046（252）1355（飯島）
○神奈川県理学療法士学会公開講座
▽とき＝３月10日（土）午後１時～
２時30分▽ところ＝厚木市文化会館
▽演題＝元気がでる人間リハビリテ
ーション～身体も心も元気がでるコ
ミュニケーション法▽定員＝先着
350人▽申込方法＝当日直接会場へ
▽連絡先＝�046（229）1771（田中）
○小田急電鉄㈱座間駅・相武台前駅・
小田急相模原駅の窓口電話番号
日ごろから市民の皆さんにご利用

いただいている座間駅など３駅には
直通電話がありません。お問い合わ
せなどは、「小田急お客さまセンタ
ー」�03（3481）0066で受け付けてい
ます（午前９時～午後７時）。ご理
解とご協力をお願いします。
○北里大学医学部同窓会公開講座
▽とき＝３月10日（土）午後２時～
４時▽ところ＝小田急ホテルセンチ
ュリー▽内容＝アンチエイジングと
題した講演会「更年期なんて怖くな
い」「若々しいお肌のために」▽定
員＝先着200人▽参加費＝無料▽申
込方法＝当日直接会場へ▽問い合わ
せ先＝北里大学医学部同窓会�042
（778）9061
○非行少年の更生にご協力を
補導委託先（ボランティア）を募集
家庭裁判所では、必要なときに適

切な補導委託先に少年を預けること
ができるように、補導委託先になっ
ていただける方（以下受託者）を募
集しています。受託者の役割は、少
年と生活を共にしたり、仕事を教え
たりする中で、生活習慣や社会人と

しての心構えなどについて指導して
いただきます。受託者やそのご家族
と一緒に生活することは、少年が家
族や他人との付き合い方を見つめ直
し、非行から立ち直る大変良いきっ
かけになります。応募条件は、受託
者になるための特別な資格は必要あ
りません。家庭裁判所と密に連絡を
とりながら、愛情と熱意を持って少
年を指導していただける方、そして、
少年を預かるために適当な環境や設
備を備えていて、少年の秘密を厳守
していただける方に協力していただ
きます。▽応募方法・問い合わせ
先＝電話で横浜家庭裁判所�045
（681）4181（代表）へ
○ご存知ですか？少額訴訟
少額訴訟とは原則１回の審理で直

ちに判決が言い渡される手続きで、
賃金請求、売買代金請求、給料支払
請求、敷金返還請求、損害賠償（交
通事故による物損）請求などのうち、
次の①～③のすべての条件を満たし
ている場合に適しています。▽条
件＝①60万円以下の金銭を請求する
②すぐに裁判資料が準備できる③内
容が複雑だったり難しすぎたりしな
い▽問い合わせ先＝相模原簡易裁判
所�042（752）2009（代表）へ
○大学通信教育合同入学説明会
▽とき＝２月17日（土）正午～午後
５時▽ところ＝新都市ホール（横浜
市西区高島そごう９階）▽内容＝私
立大学（21校）・大学院（７校）・短
期大学（６校）で実施している通信
教育の講義内容や学習方法、受講手
続きなどについて、各大学の教職員
が相談を受け付ける（便利な小冊子
「大学通信教育ガイド」の無料配布
あり）▽対象＝一般、高校生▽入
場＝自由▽問い合わせ先＝�私立大
学通信教育協会�03（3818）3870
○秦野ビジターセンター講座
【子ども自然教室「ミニ登山隊しゅ
っぱーつ！」】
▽とき＝３月10日（土）午前９時15
分～午後４時▽集合・解散場所＝県
立秦野ビジターセンター▽内容＝大
倉高原コース（高低差約300メート
ル）をのんびり登山する▽対象＝４
～８歳児と保護者
【自然教室「森の探偵！動物たちの
証拠を探そう」】
▽とき＝３月18日（日）午前９時30
分～午後３時30分▽集合・解散場
所＝県立秦野ビジターセンター▽内
容＝丹沢の野生動物の痕跡（足跡、
ふんなど）を観察する▽対象＝小学
生以上（小学生は保護者同伴）
【共通事項】
▽定員＝30人（多数抽選）▽参加
費＝300円（保険・資料代）▽申込
方法＝①２月24日（土）②３月３日
（土）まで（必着）に、往復はがき
（あて先〒259-1304秦野市堀山下
1513）・ファクス（� 0463（87）
9311）・電子メール（メールアドレス
hadano-vc@kanagawa-park.or.jp
へ。携帯電話での送信は不可）で、
催し物名、参加者全員の氏名、年齢、
住所、電話番号、ファクス番号を記
入し、県立秦野ビジターセンターへ
▽問い合わせ先＝同センター�0463
（87）9300
○国際ロータリー第2780地区国際親
善奨学生・世界平和奨学生募集

▽応募資格＝海外で親善使節として
活躍したい方（大学生以上）や平和
維持・紛争解決に貢献したい方（大
学院生）で、横浜・川崎市を除く県
内在住・在勤者▽募集人数＝いずれ

も若干名▽選考方法＝学科（留学国
語による筆記論文、会話）・面接試
験▽学科試験＝５月20日（日）関東
学院大学小田原校ほか▽面接試験＝
５月26日（土）藤沢産業センター▽
申込方法＝所定の申請書に記入し、
３月31日（土）までに直接座間中央
ロータリークラブ（市商工会内、座
間2-2886）に持参▽問い合わせ先＝
同クラブ�046（256）6080
○交通遺児育成基金
13歳未満で加入した交通遺児に対

し、19歳になるまで３カ月ごとに育
成給付金を支給します。▽加入時拠
出金＝０～４歳700万円、５歳665万
円、６歳630万円、７～８歳595万円、
９歳560万円、10歳525万円、11歳
485万円、12歳～12歳６カ月未満455
万円、12歳６カ月～13歳未満430万
円▽給付金月額＝０～５歳３万2000
円、６～８歳４万円、９～11歳４万
5000円、12～14歳５万5000円、15～
18歳７万円（その他給付あり）▽問
い合わせ先＝同基金フリーダイヤル
�0120（16）3611
○自閉症児・者作品展
▽とき＝２月26日（月）～３月２日
（金）午前９時～午後５時（２月26
日（月）は正午から、３月２日（金）
は午後３時まで）▽ところ＝市役所
１階市民ホール▽内容＝市内在住の
自閉症児・者の絵画・習字・工芸作
品などを展示▽入場＝自由▽連絡
先＝�046（254）4971（外川）
○法務教官試験受験者募集
▽応募資格＝昭和53年４月２日～昭
和61年４月１日生まれの方（それ以
降に生まれた方でも、条件付きで資
格あり）▽業務内容＝少年院・少年
鑑別所における非行少年の矯正教育
など▽試験日＝第１次試験（筆記）
６月10日（日）▽応募受付期間＝４
月２日（月）～13日（金）▽申込用
紙の請求・問い合わせ先＝神奈川医
療少年院庶務課�042（772）2145

○相模が丘俳句同好会
▽募集人数＝４人程度▽とき＝毎月
第２・第４木曜日午後０時30分～２
時30分▽ところ＝北地区文化センタ
ー▽会費＝年額2000円▽見学＝自由
▽連絡先＝�046（253）7764（片桐）
○さがみ野鳴子隊
▽内容＝鳴子踊りを学ぶ▽とき＝毎
月３回土曜日午後７時～９時（予定）
▽ところ＝東原コミュニティセンタ
ー▽会費＝月額2000円▽連絡先＝�
046（254）5289（寺岡）
○宙

そら

の会
▽内容＝健康維持のための気功の学
習と練習▽とき＝毎週土曜日午後１
時～３時（予定）▽ところ＝立野台
コミュニティセンター▽連絡先＝�
046（255）8666（五十嵐）
○座

ざ

青
せい

書道
▽内容＝楽しく書道を学ぶ▽とき＝
毎月第１・第３木曜日午後７時～９
時▽ところ＝青少年センター▽会
費＝月額2,000円（別にテキスト代
が必要）▽連絡先＝�046（251）1797
（大矢）
○パル山の会
▽内容＝山岳ガイド指導の下で、ハ
イキングや岩登りを楽しむ▽とき＝
毎月４回程度▽対象＝どなたでも
（中高年歓迎）▽連絡先=�046（255）
6428（金内）

交通遺児修学金申し込みを受け付け

代替地登録制度
土地提供者を募集

障害者スポーツ教室

講座「高齢者と心をつなぐコミュ
ニケーション『回想法』を学ぼう」

ソフトバレーボール大会

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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H18. 2 .23生まれ　男
小松原 1 丁目
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ちゃん
H18. 4 .25生まれ　男
ひばりが丘 5 丁目
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郎
ろう

ちゃん
H18. 3 .15生まれ　男
東原 1 丁目

長
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俊
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二
じ

ちゃん
H18. 2 . 7 生まれ　男
ひばりが丘 3 丁目
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陽
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と

ちゃん
H18. 2 .25生まれ　男
緑ケ丘 3 丁目

漆原
うるしばら

悠
ゆう

莉
り

ちゃん
H18. 1 . 5 生まれ　女
南栗原 5 丁目

日
ひ だか

瞬希
しゅんき

ちゃん
H18. 4 .20生まれ　男
入谷 4 丁目

剱持
けんもつ

明莉
あ か り

ちゃん
H18. 4 . 7 生まれ　女
緑ケ丘 2 丁目

高 

県議会議員の任期満了に伴う選挙が、４月８日を投票日として実
施されます。市選挙管理委員会では、次の日程で事前説明会を開催
します。
立候補手続きを説明し、立候補に必要な各種用紙を交付しますの

で、立候補予定者または代理者は、必ず出席してください。
○と　き　３月９日（金）午後１時～
○ところ　市役所５階５－６会議室
担当 選挙管理委員会事務局 �046（252）8481 �046（252）8532

市大凧保存会では、５月４日、５日
の大凧まつりで掲揚する大凧に書き入
れる「凧文字」を下記のとおり募集し
ます。この凧文字は、漢字二文字で書
かれ、上の文字は赤色で太陽を、下の
文字は緑色で大地を表します。５月の
空を勇壮に舞う大凧にふさわしい凧文
字をお待ちしています。
○応募方法　はがきに、凧文字（２文字）、文字の意味・いわれ、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記し、３月１日（木）までに〒228-0027座間市座間1-
3156-1座間市大凧保存会事務局（小俣）あて郵送

担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

電気やガス、ガソリンなどのエネルギーを消費す
ると、地球温暖化の原因とされる温室効果ガスが発
生します。市では、「座間市地球温暖化防止実行計
画（市役所から発生する温室効果ガスの削減計画）」
を平成13年度に策定するとともに、同計画に基づき
施設・公用車などで消費するエネルギーを抑制する
ことなどによって、温室効果ガスの排出量削減に取
り組み続けています。このたび、平成17年度の取り
組み状況に関する調査結果がまとまりましたので、お知らせします。
平成17年度に市施設や公用車などから排出された温室効果ガスの総排出量は

約8,647.2トン-CO2（二酸化炭素換算値）でした。これは基準となる平成11年
度の8,688.7トン-CO2よりも約41.5トン-CO2削減できたことになりますが、実
行計画で定める同年度の目標値8,253トン-CO2を達成することはできませんで
した。今後は、さらなる省エネルギー活動を推進し、目標達成を目指し努力し
ていきます。
なお、現在、市施設で使用するエネルギーの７割以上が空調機の使用による

ものなので、庁舎内の空調の温度設定を夏季は高め（28度）、冬季は低め（20
度）に設定しています。来庁時に「暑い」「寒い」と感じることがあるかもし
れませんが、皆さんのご理解をお願いします。また、皆さんのご家庭でも、温
室効果ガス削減の取り組みを進めていただくようお願いします。
担当 環境対策課 �046（252）8214 �046（257）7743

中小企業退職金共済制度（中退共）は、退職金制度を持つことが
困難な中小企業であっても、従業員に大企業並みの退職金を支払う
ことができるようにすることを目的に、法律で定められた社外積み
立て型の退職金制度です。まだ未加入の事業所は、ぜひ加入をご検
討ください。
○掛け金を納めるだけで手軽に退職金制度を設けることができます。
○掛け金の一部を国と市が一定期間補助します。
○掛け金は税法上、全額損金および必要経費として非課税になりま
す。

○会社の安定や優秀な人材の確保、従業員の安心と信頼を得ること
ができます。

○パートの方も月額2,000円から加入できます。
○問い合わせ先　中小企業退職金共済事業本部相談コーナー

�03（3436）4351
県商工労働部労政福祉課 �045（210）1111

担当 商工観光課 �046（252）7604 �046（255）3550

市では、中退共に加入している事業所に、支払った掛け金の一部
を補助しています。
対象となる事業所は、下記のとおり申請してください。

○対　象　平成14年１月以降、同制度に加入または被共済者を追加
した事業所
※他の年金から移行した被共済者については除外されます。

○申請期間　２月15日（木）～28日（水）午前９時～正午、午後１
時～５時（土曜・日曜日を除く）

○補助額　支払った掛け金（月額6,000円分まで）の10パーセントの
額
※今回の対象は平成18年1月から12月までに支払った掛け金です。

○申請方法　対象者の共済手帳、事業所代表者の印、振込先の分か
る物（預金通帳など）を持って担当へ

申請をお忘れなく！ 掛け金の一部を補助します

地元農家が生産した新鮮な野
菜や、市の特産品などを販売す
る朝市を下記のとおり実施しま
す。多くの皆さんの来場をお待
ちしています。
○と　き　２月25日（日）午前
７時～８時（荒天中止）

○ところ　市役所ふれあい広場
（市役所とハーモニーホール座間の間）
※雨天時は市役所アトリウムで開催します。

○販売物　地場産野菜、農産物加工品、肉、肉加工品、花き、米、
市指定特産品

※朝市は、毎月第４日曜日に開催しています。
※資源の無駄遣いを防ぎ、ごみの減量化を進めるため、会場では、
商品を入れるビニール袋を用意していませんので、必ず買い物袋を
持参してください。
担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

中小企業の事業主の皆さんへ 

ご存知ですか？中退共制度 ご存知ですか？中退共制度 

3月9日の事前説明会に出席を 3月9日の事前説明会に出席を 3月9日の事前説明会に出席を 
県議選に立候補予定の方へ 

空高く揚がった「慶祥」（昨年の大凧）

毎回、新鮮な野菜は大人気！
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